
 

 

 

 

診療風景 

院長 辻中 まさたけ 

ウイズコロナの令和 3 年がはじまった。とはいっても 3 年の年始は華やかさにかける

始まりだったのは否めない。年始と言えば今年の目標をたててなど、心機一転心新たにし

て向かえることが多いが、そのような感じが今年は本当に薄い。岐阜県も非常事態宣言が

だされてわが町も寂しい街並みがさらに寂しくなっている。 

人間というのは変わった動物でパーソナルスペースという一人の空間が必要なくせに

集団的な行動ものぞむ。このウイズコロナでいろいろなところに行けずにストレスがたま

っているのは院長だけだろうか？ 

先日、診療中に一人の患者さんを怒らせてしまった。外来が非常に混んでいるときで患

者さんの話をさえぎってしまったことが原因だと思うが、とても反省している。                            

耳が遠い患者さんには大きい声をだすようにしているので怒ったように聞こえるからか

もしれない。本来なら予約診にしたりするのも手であるが、それでは外来が回って行かな

い。診察室に補助のスタッフを配置するのも手であるが、私は患者さんとの 1 対 1 の関

係も大事だと思っている。どうしたらいいのかとても悩んでいる今日この頃である。 
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今年の花粉の量は昨年より多いですが、例年よりは少ない予想となっています。 

ただしコロナ対策の為、窓を開けたりするので花粉対策をしっかり行ってください。 

一方で、花粉の時期になってくると目を触りやすくなったりくしゃみをしたりします。 

コロナが流行っている為、目を触ったりくしゃみをすると周りから言われやすくなり

ます。 

花粉症の症状が出る前に事前に薬を服用するようにしましょう。 

コロナ対策の関係で換気をするので花粉が屋内に入りやすいくなります。 

窓を開けている場合は、カーテンを１枚閉めるようにしましょう。 
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「シトラスリボンプロジェクト」とは、コロナ禍で生まれた差別や、

偏見を耳にした愛媛の有志の方達で作られたプロフェクトです。愛媛

の特産である柑橘にちなんで、シトラス色のリボンや、専用ロゴを身

につけます。リボンや、ロゴで表現する３つの輪は、「地域」、「家庭」、

「職場（学校）」の意味があります。リボンやロゴを身につけて、「た

だいま」、「おかえり」の気持ちを表す活動です。 

 感染者への差別や、偏見を防ぎ、安心して暮らせる街、そして安心

して検査をうけることが出来る環境にしていきたいという願いも込

められています。 

 当院でも、シトラスリボンを作成し、スタッフ一同着用しておりま

す。少しずつこの活動を広めていき、皆がコロナ禍を安心して暮らし

ていけるよう目指していきたいものです。 
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当院では、かかりつけの薬局で薬をいただける院外処方箋の 

発行をおこなっております。 

ご希望の方は、受付までお申し付けください。 
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往診・訪問診療をご希望の方は 

院長までご相談ください。 

 

受付より 

当院では新型コロナウイルス対策の為、受付時に検温

を行っております。 

ご協力の程、よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


